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ライオンズクラブ国際協会 333－Ｂ地区 

地区ガバナー 福 田 智 恵 

 

ガバナー・スローガン 

「We Serve！幸せ紡ぐ＋ONE」 

 
アクティビティ・スローガン 

 

「温故知新－力を結束して仲間とともにイノベーションを進めよう！－」 

 

ガバナー方針 

 

 

1. 尊重と奉仕の充実による会員維持・一人ひとりが＋ONEの会員増強 

2. ＋ONEのアイデア・クラブを超えたアクティビティへイノベーション 

3. 女性や若手のリーダーシップ育成とエンゲージメントを強化 

4. ライオンズの啓発活動と情報発信を積極的に行い、ライオンズを広める 

5．   ライオンズの良心、LCIFと（公財）日本ライオンズへの貢献を＋ONE 

地区目標 
1. 地区全体で３つの新しいクラブを設立します。 
2. 各クラブが会員数 20％純増を目指します。 
3. 若手や女性のリーダーを育成し、彼らの成長と発展を支援します。 
4. 合同例会やアクティビティを通じて、クラブ間の連携と協力を促進します。 

5. 社会的な問題に対する意識を高めるアドボカシー活動を推進します。 
6. 地区全体で総額 130,000 ドルの LCIF への献金を達成します。 
7. 効果的な情報発信を行い、地域社会にライオンズクラブの活動を広く知らせます。 
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受付 ： 　13：30～
会場 ： 　平安の間

司会 キャビネット副幹事 松 本 政 則

　  １．開会宣言・開会ゴング 地区ガバナー 福 田 智 恵

　  ２．国旗に敬礼・国歌斉唱 全 員

　  ３．物故ライオン並びに献眼者に黙祷 全 員

　  ４．ライオンズヒム斉唱 全 員

　  ５．地区ガバナー挨拶 地区ガバナー 福 田 智 恵

　  ６．ご挨拶 名誉顧問会議長 後 藤 一 男

地区ガバナーエレクト 前 原 正 義

第二副地区ガバナー 中 山 光 明

　  ７．表彰  （LCIF関係・キャンペーン関係 等） 地区ガバナー 福 田 智 恵

　  ８．議事規則の採用及び議長選出 キャビネット幹事 関 喜 一

　  ９．議事　議長就任 地区ガバナー 福 田 智 恵

（1） 議事録作成人・議事録署名人指名 地区ガバナー 福 田 智 恵

（2） 定足数の確認 キャビネット幹事 関 喜 一

（3） キャビネット幹事報告 キャビネット幹事 関 喜 一

（4） 地区コーディネーター・委員長 報告

① 大 橋 孝 生

② 村 上 正 明

③ 谷 中 田 悟

④ 渡 邉 勇 人

⑤ 山 中 み ゆ き

⑥ 海 老 原 淳

⑦ マーケティング・PR・IT・会則 委員長 北 條 浩 之

⑧ 国際大会参加・環境保全・アラート 委員長 鈴 木 國 勝

⑨ ＹＣＥ・レオ・青少年育成 委員長 佐 藤 公 彦

⑩ ライオンズクエスト・薬物乱用防止 委員長 牧 野 昌 敏

（5） 第71回年次大会委員長 報告 年次大会副委員長 小 林 達 夫

　　休会宣言 地区ガバナー 福 田 智 恵

　　再会宣言 地区ガバナー 福 田 智 恵

（6） クラブ会長より一言 （会員増強・ACT報告） 各クラブ会長

（7） ゾーン・チェアパーソン 現況報告 各ゾーン・チェアパーソン

（8） 提出議案の審議 地区ガバナー 福 田 智 恵

地区ガバナー提出議案 （第1号議案）

地区ガバナー報告

（9） 提出議案の採決 地区ガバナー 福 田 智 恵

（10） その他 地区ガバナー 福 田 智 恵

　１０. 議長解任

　１１．閉会宣言・閉会ゴング 地区ガバナー 福 田 智 恵

第４回キャビネット会議次第
（１４ ： ００ ～ １６ ： ３０）

GETコーディネーター、EXT・会員増強 委員長

GLTコーディネーター、長期計画・指導力育成 委員長

～～～～～ 休　憩　（１５：２０～１５：３０） ～～～～～

GMTコーディネーター、会員増強・会員維持 委員長

GSTコーディネーター、奉仕 委員長

ＬＣＩＦ 委員長

FWTコーディネーター、家族・女性会員増強 委員長
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役　　　職 氏 名 氏　　名

地区ガバナー 福 田 智 恵 ○ ZC 大 美 賀 優 ○

名誉顧問会議長 後 藤 一 男 ○ 副ZC 長 井 宏 ○

第一副地区ガバナー 前 原 正 義 ○ ZC 田 村 桂 介 ○

第二副地区ガバナー 中 山 光 明 ○ 副ZC 北 岡 宏 ○

名　誉　顧　問 水 沼 孝 夫 ○ ZC 比留間　国良 ○

名　誉　顧　問 蓼 沼 一 弘 ○ 副ZC 福 地 博 行 ○

名　誉　顧　問 石 橋 貞 ○ ZC 加藤　陽一郎 ○

名　誉　顧　問 石 﨑 義 夫 ○ 副ZC 酒 井 一 則 ✕

名誉顧問・年次大会委員長 福 田 幸 信 ZC 佐 藤 恒 一 ○

名　誉　顧　問 眞 尾 博 ✕ 副ZC 山 﨑 昌 子 ○

名　誉　顧　問 三 枝 久 夫 ○ ZC 笹 沼 昭 司

名　誉　顧　問 大阿久 九二男 ○ 副ZC 池 上 正 美 ✕

名　誉　顧　問 小 倉 康 延 ○ ZC 伊 東 一 秀 ○

名　誉　顧　問 植 村 茂 敏 ✕ 副ZC 中田　佐代子 ✕

11 /13 ZC 菊 池 昭 二 ○

副ZC

キャビネット幹事 関 喜 一 ○ 　１Ｒ委員 長 竹 孝 二 ○

キャビネット会計 鵜 山 明 ○ 　２Ｒ委員 倉 持 寛 司 ○

会計監査 中 山 斉 ○ 　３Ｒ委員 小 野 澤 康 ✕

会計監査 髙 瀨 重 嗣 ✕ 　４Ｒ委員 中 村 光 男 ○

副幹事/年次大会副委員長 小 林 達 夫 ○ 　１Ｒ委員 青 木 一 男 ○

副幹事/地区副委員長兼務 見目　久野里 ○ 　２Ｒ委員 池 口 徹 ○

副幹事 松 本 政 則 ○ 　３Ｒ委員 髙 橋 昇 ✕

副幹事 大 垣 典 昭 ○ 　４Ｒ委員 天 野 伸 司 ○

副幹事 堀 江 清 貴 ○ 　１Ｒ委員 植 竹 隆 志 ○

副会計 小林　英一郎 ○ 　２Ｒ委員 須 田 洋 博 ○

GETコーディネーター　地区委員長 大 橋 孝 生 ○ 　３Ｒ委員 塩 澤 達 俊 ✕

GLTコーディネーター　地区委員長 村 上 正 明 ○ 　４Ｒ委員 海 老 原 淳 ※

GMTコーディネーター　地区委員長 谷 中 田 悟 ○ 　１Ｒ委員 藤 掛 信 也 ○

GSTコーディネーター　地区委員長 渡 邉 勇 人 ○ 　２Ｒ委員 篠 田 健 次 ○

FWTコーディネーター　地区委員長 山中 みゆき ○ 　３Ｒ委員 中山　千江子

地区委員長　LCIF 海 老 原 淳 ○ 　４Ｒ委員 池上 しげみ ✕

地区委員長　PR 北 條 浩 之 ○ 21 /28

地区委員長　国際大会参加 鈴 木 國 勝 ○

地区委員長　YCE 佐 藤 公 彦 ✕

地区委員長　クエスト 牧 野 昌 敏 ○

年次大会副委員長 小 林 達 夫 ※

年次大会副委員長 小 池 隆 男 ○

地区副委員長　GET 前 田 光 之 ○

地区副委員長　GLT 三尾谷　文子 ○

地区副委員長　GMT 長谷川　誠二 ○

地区副委員長　GST 野 澤 京 子 ○

地区副委員長　LCIF 横 田 敏 弘 ○

地区副委員長　PR 榆 井 将 太 ○

地区副委員長　国際大会参加 倉 井 茂 雄 ○ 59 名

地区副委員長　YCE 氏 家 啓 治 ○ / 72

地区副委員長　YCE 見目　久野里 ※ オブザーバー参加 名

地区副委員長　クエスト 土 屋 貴 子 ✕

年次大会実行委員長 目 黒 琢 也 ✕ 参加者 59 名

27 /31

6月 3日 現在
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Ｒ Ｚ クラブ名 出欠 役職 氏名 Ｒ Ｚ クラブ名 出欠 役職 氏名

足利＊ ○ 会長 L石原 宇都宮 ✕

足利西＊ ○ 会長 L間瀬 石橋 ○ 会長 L金井

足利中央 ✕ 壬生＊ ○ 会長 L前原

佐野 ○ 会長 L武藤 宇都宮おおるり高根沢 ✕

田沼 ○ 会長 L髙際 鹿沼高根沢 ✕

葛生＊ ○ 会長 L関口 芳賀益子 ○ 会長 L長尾

佐野西＊ ✕ 宇都宮東＊＊ ✕

佐野中央 ○ 会長 L小暮 宇都宮北 ※

岩舟 ○ 会長 L深津 氏家 ○ 会長 L福田

小山＊ ✕ 真岡 ※ 会長 L山中

下野 ○ 会長 L生澤 宇都宮河内 ○ 会長 L矢野

小山東＊＊ ✕ 宇都宮マロニエ ○
第一

副会長
L平出

小山西 ✕ 宇都宮ワイン

小山城南 ✕ 日光 ○ 会長 L近嵐

小山ＦＣ ○
幹事
会計

L長
L綾部

宇都宮中央＊ ✕

小山ＦＢ＊＊＊＊ ✕ 今市 ✕

栃木 ○ 会長 L長谷川 宇都宮西 ✕

藤岡 ○ 会長 L前田 宇都宮二荒

栃木都＊ ✕ 宇都宮ひかり＊ ○ 会長 L齋藤

栃木うづま＊ ✕ 宇都宮友愛 ※ 会長 L海老原

大平 ○ 会長 Ｌ天谷 黒磯 ✕

栃木セントラル＊＊ ✕ 大田原 ✕

とちぎ蔵の街 ○ 会長 L大阿久 西那須野 ✕

小計 14 那須野ヶ原 ✕

小計 8

合計
（兼務の構成員除く）

22

出欠「※」はキャビネット構成員兼務（3名）
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ご 挨 拶 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

地区ガバナー      福 田  智 恵  

 

 
「We Serve! 幸せ紡ぐ＋ONE」をスローガンに掲げ、皆さまと共に新たな挑戦を重ねた一年でし

た。 

LCIFの理解促進と GMT（会員拡大）を目的とした合同セミナーの開催、そして若手を中心とした

Mission1.5セミナーを通じて、未来を見据えた取り組みを進めてまいりました。 

特別家族会員制度の廃止という大きな壁に直面した今、私たちは改めて「会員の力」そのものが、

クラブの持続可能性と未来を左右することを痛感しています。 

しかしそのような中でも、新クラブの結成や支部の誕生、正会員の純増という成果が生まれたの

は、皆さま一人ひとりの努力と情熱の賜物です。さらに、家族会員・学生会員への地区費を減額

し、誰もが参加しやすい環境づくりにも力を入れました。 

また、LCIF地区シェアリング交付金を活用し「こどもの未来応援！ライオンズフォーラム」を開催。

子どもの権利条約批准 30年の節目に、栃木県知事、宇都宮市長をお迎えし、子どもたちの最善

の利益を考える場を創出しました。 

さらに、宇都宮市に寄贈した授乳室「ベビーライオンズブース」は、子育て支援の象徴として市民

に親しまれ、LCIF企業寄付の推進にもつながり、目標であった 13万ドルの達成へとつながりまし

た。 

こうした数々の実績は、私たちの奉仕が地域に必要とされ、期待されている証です。 

しかし、私たちの志をさらに広げ、未来へ確実に引き継ぐためには、「会員の輪」を拡げていくこと

が、今まさに求められています。 

奉仕の思いがあっても、仲間がいなければ、その力を十分に発揮することはできません。 

だからこそ、「EACH1 REACH1 PLUS1」---- 会員１人が１人をライオンズにつなぎ、新会員を増

やす、シンプルで力強いアクションを、今、皆さまにお願いしたいのです。 

お声かけ一つで、クラブに新しい風が吹き、地域に新しい笑顔が生まれます。 

それは、次代のライオンズを生む最初の一歩です。 

 

この一年、支え合い、励まし合いながら共に歩んでくださった GATの皆さま、キャビネット構成員

の皆さま、クラブ会長をはじめとするすべてのライオンの皆さまに、心より感謝申し上げます。皆さ

まと過ごした日々は、私にとってかけがえのない宝物です。 

だからこそ、この最後の一歩も、皆さまと共に、力強く踏み出したいと願っております。 

We Serve の精神を胸に、共に未来への扉を開きましょう。 

最後までどうぞよろしくお願いいたします。 
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ご 挨 拶 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

地区名誉顧問会議長  後 藤  一 男  

 

 

初夏を迎えて皆様いかがお過ごしでしょうか。いつもながらではありますが、寒暖の差が大きい

季節ですね。会員の皆様におかれましては、公私共に益々ご活躍の事とお慶び申し上げます。 

早くも福田ガバナーの１年の総まとめの時期を迎えようとしています。福田ガバナーは、当初に

示されたアクティビティスローガン「温故知新 ―力を結束して仲間とともにイノベーションを進めよ

う！―」を合言葉にした、アイデアに満ちた活動を見事に展開されて来ました。宇都宮駅東口の

LRT 発着場に併設された施設を利用した年次大会は、ゆったりとした会場で多くの会員や来訪者

を集め、盛大に開催されました。宇都宮市役所には〔赤ちゃんの駅〕を新設され、そこを契機に国

際本部への「1000 ドル献金」に対する一助となる献金を利用する等アイデア豊富な活動が展開さ

れました。それにより、ガバナー独自の目標と同時に掲げる「献金拡大と会員拡大」のいつもの２

大目標のうち、献金拡大については見事に達成されるようです。会員拡大につきましては、以前

からの課題の特別家族会員の廃止に伴う会員減少があり、積年の課題です。しかしながら福田ガ

バナーは色々なアイデアを発揮し拡大に努めておられます。 

第４回キャビネット会議にご参加いただいている役員の皆様におかれましても、同様に最後のま

とめの時期となり、皆様が可能な限りの活動を展開されて来ました事にお礼を申し上げます。期末

における退会者の増加を会員全体で防いで、会員減少を止めて新入会員を増やしましょう。目標

に向って進むこと、その行動がクラブの充実に繋がりますので頑張りましょう。クラブの大小に関わ

らず、目標を明確にして堅実なボランティア活動を目指しましょう。今期も残りわずかとなりました。

会員全員で目標実現に向かう姿勢を保ちながら、楽しいライオンズライフを過ごしましょう！！ 
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ご 挨 拶 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

地区ガバナーエレクト  前 原  正 義  

 

今期一年間キャビネットの方々には大変お世話になり３３３－B地区の運営が無事成し遂げら 

れたことに深く感謝申し上げます。 

又、７1 回年次大会、並びに後夜祭においても、福田智恵地区ガバナーの元関係各位の皆様

の協力により、成功裏のうちに終了できました事に対し感謝申し上げます。 

福田智恵 333-B地区ガバナーは女性ならではのきめ細やかな気くばりと優しさが随所にみられ

る活動・運営を展開しており、感心させられました。私も事業活動に際して大いに参考にさせてい

ただきます。 

「We Serve！幸せ紡ぐ＋ONE」のスローガンのもと、福田智恵ガバナー、キャビネット構成員の

方々のひとかたならぬご尽力を賜りありがとうございました。又、大変お疲れ様でした。 

私も第一副地区ガバナーとして、会員減少を押えられず残念な結果になってしまい大変申し訳

ございませんでした。 

期末の時期は退会者が増える傾向にあります。今期の例会への参加の少ない方、又はクラブ

主催のアクティビティに参加されていない会員の方々に連絡をして、アクティビティ、研修会等へ

の積極的な参加を促し、ライオンズクラブの楽しさを今一度アピールしていただき退会者を出さな

いように努めていただければと思います。 

私は来期より地区ガバナーとしての活動が開始します。新たな気持ちでスタートを切って行こう

と思います。 

福田智恵キャビネット同様、ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 
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ご 挨 拶 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 

第二副地区ガバナー  中 山  光 明  

 

 

本日はご多用のところ、333－B 地区第 4 回キャビネット会議にご出席いただき、誠にありがとう

ございます。 

 今年度もいよいよ終盤に差し掛かり、各クラブの皆様が地域のニーズに応えるべく、力強く奉仕

活動を続けてこられたことに、心から敬意を表します。 

 福田智恵地区ガバナーをはじめ、前原正義地区ガバナーエレクト、各コーディネーター、委員

長、ゾーン・チェアパーソン、地区委員、そしてクラブ会長・幹事・会計、会員の皆さまのご尽力に

より、本年度のガバナースローガン「Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ！ 幸せ紡ぐ＋ONE」のもと、各地で多くの実りあ

る活動が展開されました。 

 私自身、第二副地区ガバナーとしての任を頂戴して以来、各クラブの皆さまの情熱と団結力に

日々学ばせていただきました。特に青少年育成、災害支援といった社会的課題への迅速な対応

は、まさにライオンズクラブの力の結集であると感じております。また、会員の拡大、LCIFへの寄付

にご協力いただきありがとうございました。 

 本日の会議は、年度の締めくくりに向けての総仕上げであり、また次年度へとつなぐ重要な機会

でもあります。どうか率直なご意見、ご提案をいただき、有意義な場となることを心より願っておりま

す。 

 結びに、本日ご隣席の皆さまのご健勝と、333－B 地区のさらなる発展を祈念いたしまして、私の

挨拶とさせていただきます。 
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１．クラブ数及び会員数

2024年7月1日期首 2025年4月30日現在

46 47 結成　　　　1

21 16 解散　　　　0

1,355 1,210

454 356

143 95

家族会員 369 237

（内特別家族会員） (233) (0)

学生会員 15 0 ※転入/転出を含む

レオクラブ数 4 (1クラブ休会中） 4 (1クラブ休会中） 2025年4月30日現在 レオ会員数　64

２．クラブEXTについて（2024.7.1～2025.4.30）

種別 新規結成数 結成日 ﾁｬｰﾀｰ/結成時会員数

2024年 9月10日 ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ数：23

年　月　日 ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ数：0

年　月　日 ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ数：0

2024年12月26日 結成時会員数：5

年　月　日 結成時会員数：0

年　月　日 結成時会員数：0

レオ 0 年　月　日 結成時会員数：0

３．奉仕活動について（2024.7.1～2025.4.30）

人数 ・ 件数 金額または時間等 金額のドル換算 1人当たり換算

460 件 41,722,058 円 277,292.79 ㌦ 34,481 円

労力アクティビティ 593 件 14867.5 時間 --- 12.3 時間

10,486 名 4,162,400 CC --- 3,440CC

21 名 --- --- ---

61 名 --- --- ---

85 件 12,708,181 円 85,000.00 ㌦ ---

132 件  2,154,560 円 14,600.00 ㌦ ---

47 クラブ 5,202,445 34,981.56 ㌦ ---

４．YCE生について（2024.7.1～2025.4.30、4月30日現在予定を含む）

事業主体 派遣生 来日生 受入家庭

複合地区 0 名 2 名 2 家庭

複合地区 0 名 2 名 2 家庭

地区単独 0 名 0 名 0 家庭

333-B地区現況報告
2025年4月30日

時　期

2024年　夏期（実績）

2025年　夏期（予定）

項　目

金銭アクティビティ

献血アクティビティ

ク
ラ
ブ

支
部

1

1

クラブ名

献眼者

献眼登録者

MJF($1,000)

分割MJF(キャンペーン100含む)

その他のLCIF寄付

芳賀益子ライオンズクラブ

宇都宮パフォーマンス育成支部

特
典
会
員

クラブ数

　クラブ支部数

総会員数

　女性会員

　支部会員

クラブ増減

総会員増減

増減 +1

入会　　　　90

増減 －145
退会　　　　235
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５．キャビネット会議について

日　程 参加人数

2024年 7月20日 88 名

2024年11月 9日 86 名

2025年 2月22日 87 名

2025年 6月 7日 0 名

６．第71回年次大会について

2025年 4月19日 会　場

2025年 4月19日 会　場

７．PR・広報（地区ニュース）について（2024.7.1～2025.4.30、4月30日現在予定を含む）

発行部数 サイズ/頁数

0 部/回

８．その他の活動報告等

日程

2024年 7月27日

2024年 9月16日

2024年10月19日

2024年10月27日

2024年11月22日

2024年11月23日

2024年11月2-3日

2024年12月 8日

護国会館

栃木県総合文化センター

護国会館

石川県

ライトキューブ宇都宮

薬物乱用防止教育認定講師養成講座

ＧATセミナー

公認ｶﾞｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾗｲｵﾝ及び指導力育成研修会

能登半島地震被災者支援

こどもの未来応援！ライオンズフォーラム

項目 会場

Lion Portalｾﾐﾅｰ及び+ONE活動事例報告会

333-B地区合同ﾗｲｵﾝｽﾞ+ONEｾﾐﾅｰ

足尾の植樹

ライトキューブ宇都宮

ライトキューブ宇都宮

足尾

発行回数

　　2 回/年

配布対象や主な内容

活動報告

Webを使ったPR・広報 HP・Facebook・Instagram・X・メール配信・その他

大会テーマ

大会（代議員総会・式典）

後夜祭

「We Serve！幸せ紡ぐ＋ONE」

ライトキューブ宇都宮

ベルヴィ宇都宮

会　場

コンセーレ

護国会館

護国会館

護国会館

項　目

第１回キャビネット会議

第２回キャビネット会議

第３回キャビネット会議

第４回キャビネット会議

12



Ｒ／Ｚ　 クラブ名 周　年 日　程 場　所

1 3R2Z 　真岡LC 55周年 2025年2月15日(土)
フォーシーズン

静風

2 4R2Z 　黒磯LC 60周年 2024年11月30日(土)
ホテル

エピナール那須

3 4R2Z 西那須野LC 50周年 2025年4月13日(日) 割烹　いとう

Ｒ Ｚ ＺＣ氏名 開催月日 場　所 報告書受取日

１Ｚ 大美賀　優 2月28日 足利市 3月3日

２Ｚ 田村　桂介 2月25日 佐野市 3月4日

１Ｚ 比留間　国良 3月1日 小山市 3月3日

２Ｚ 加藤　陽一郎 3月1日 小山市 3月3日

１Ｚ 佐藤　恒一 3月17日 宇都宮市 3月18日

２Ｚ 笹沼　昭司 3月17日 宇都宮市 3月18日

１Ｚ 伊東　一秀 3月3日 宇都宮市 3月7日

２Ｚ 菊池　昭二 2月25日 那須塩原市 4月17日
４Ｒ

周 年 行 事 日 程 表

　　第3回ガバナー諮問委員会開催報告

１Ｒ

２Ｒ

３Ｒ
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月　　日 曜　日 行　事　日　程 場　所

2月2日 日 年次大会実行委員会 ライトキューブ宇都宮

2月8日 土 名誉顧問会議 護国会館

2月8日 土 推薦委員会 護国会館

2月8日 土 第３回運営会議 護国会館

2月14日 金 上半期会計監査 キャビネット事務局

2月15日 土 真岡ライオンズクラブ　５５周年記念行事 フォーシーズン静風

2月21日 金 ３３３複合地区ガバナー協議会 東京文化会館

2月22日 土 第３回キャビネット会議 護国会館

3月14日 金 全国アラートフォーラムin茨城 水戸文化会館

3月21日 木 ３３３複合地区合同会議 上野精養軒

4月11日 金 年次大会記念ゴルフ大会 宇都宮カンツリークラブ

4月13日 日 西那須野ライオンズクラブ　５０周年記念行事 割烹　いとう

4月14日 月 ベビーライオンブース贈呈式 宇都宮市役所

4月19日 土 ３３３-Ｂ地区第７１回年次大会 ライトキューブ宇都宮

4月19日 土 ３３３-Ｂ地区第７１回年次大会後夜祭 ベルヴィ宇都宮

5月24日 土 ３３３複合地区第２６回レオ年次大会 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟

5月24日 土 ３３３複合地区第７１回年次大会前夜祭 ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟

5月25日 日 ３３３複合地区第７１回年次大会 新潟テルサ

5月31日 土 第４回運営会議 護国会館

6月7日 土 第４回キャビネット会議 護国会館

7月13日
～17日

金～
　　火 第１０６回国際大会 アメリカ　フロリダ州　オーランド

月　　日 曜　日 行　事　日　程 場　所

6月22日 日 次期キャビネット構成員及びクラブ三役研修会 護国会館

2024-2025年度　333-Ｂ地区行事経過報告　（予定含む）
（2025年2月～）

2025-2026年度　333-Ｂ地区キャビネット行事予定
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委員長報告 
地区ＧEＴコーディネーター  

          ＥＸＴ・会員増強委員長             大 橋  孝 生 

（小山 FC LC） 

 
2024～2025 年度 GET コーディネーター及び EXT・会員増強委員長の小山 FC ライオンズクラ

ブ所属の L大橋 孝生と申します。 

今期から 333-B地区にも独立して設立されました GET コーディネーター（グローバル・エクステ

ンション・チーム）として一年間活動させていただきました。新クラブ設立・新会員獲得・会員満足

度アップという目標のもと取り組みました。EXTの難しさと大切さを心から痛感いたしました。 

今回の新クラブのメンバーの皆様には、333-B 地区の更なる発展のために、是非活躍してもら

えることを強く願いながら一年間のご報告をいたします。 

          

① EXT 

＊芳賀益子ライオンズクラブ結成 2024/9/10 

スポンサークラブ 小山ＦＣLC 

＊宇都宮パフォーマンス育成支部結成 2024/12/26 

スポンサークラブ 宇都宮中央 LC 

予定 

＊宇都宮中央 LC 15名スタート（支部クラブ） 

＊佐野西 LC 佐野青年会議所 OBを中心に進行中 

＊足利 LC  結成に向けて進行中 

目標 

＊新クラブ設立 2 クラブ 

＊支部クラブ設立 6支部       

 

② 現況 

GATチームと横の繋がりを強め、ZC・副 ZCの皆様にはゾーンの GET／GMT コーディネー  

ターを兼務していただきまして、各ゾーンに 1つの支部クラブの結成をお願い致します。 

   また、EXT においては単年度で実行するには難しい事のように思います。最低 2 つ新クラブ

結成予定クラブを次年度に是非とも繋げていくようにお願い致します。何年も継続するクラブを

1つでも多く設立するためには、皆様の情報がいちばん大切になってまいります。結成に繋がる

情報交換など、是非とも、よろしくお願い致します。 

   そして、333-B 地区の明るい未来のためにも、ガバナー方針でもあります今こそ、一人ひとり

が現状よりも＋ONE の意識を強く持っていただける事を願いまして、ご報告とさせていただきま

す。 

 皆様には、大変なご尽力を賜りました事、感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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委員長報告 
地区ＧＬＴコーディネーター 

長期計画・指導力育成委員長       村 上  正 明 

（今市 LC） 

 

２０２４年～２０２５年度ＧＬＴコーディネーターとしての職務を仰せつかり各クラブ会長の皆様や

各ＺＣの皆様のご協力のもと、一年間を通し活動ができ心からお礼を申し上げます。また、今期は

ＧＡＴチームとしても活動して参りましたが、これからの全体の方向性を考えれば、すべては会員

拡大を進めて行かなくては次代のリーダーを排出できません。また、ＧＬＴコーディネーターとして

の職務は、会員の指導力育成を支援・強化することです。コロナ禍以降、生活環境が大きく変化し

て、クラブの活動や運営方法が厳しくなっているクラブも少なくありません。各クラブの次代のリー

ダーを育成し、各クラブの新しい発想力がクラブを存続し会員拡大へと繋がると考えます。 

今後の課題として、次年度へ繋げる事は、奉仕を基本とするライオンズの使命を多くの方に広

め、楽しい例会・奉仕の実施が会員拡大に結び付くと考えます。まずは、各クラブで行っている奉

仕の継続と隣クラブとのクラブ間交流を実施することでクラブの解散防止や共同奉仕などが実現

できると期待しております。各クラブの今後の活動に期待します。 

今年度において新人研修は各クラブやゾーン単位でお願いをしておりました。各クラブの会員

拡大が厳しい中での新人研修は多くの課題があったと思われますが、研修を実施して頂いたクラ

ブにおいては今後の活動に大いに役立つことを期待し、次年度に繋いでいきたいと思っています。 

 

 

会員の皆様、一年間ご協力ありがとうございました。 

 

尚、本年度実施した内容は下記の通りです。 

 

◎指導力育成事業（公認ガイディングライオン研修会） 

 昨年１１月２３日護国会館において、３３３複合地区マーケティング・ＰＲ・ＩＴ委員会相談役 松本

宰史ライオン、ＧＳＴコーディネーター北野淳子ライオンの２名を講師にお招き致しまして、４０名が

国際協会からガイディングライオンとして認定されました。３年間の有効期限がありますので、今後

のクラブ活動において明日への「＋ONE」の材料として活用し、楽しいクラブ活動へ反映して頂き

たいと思います。 

参加いただいた多くの会員の皆様ありがとうございました。 
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委員長報告 
地区 GMT コーディネーター 

会員増強・会員維持委員長  谷 中 田  悟  

    （栃木うづま LC）  

 

今期も残すところ、あとわずかになりました。会員の皆様には各クラブ訪問時などにおいて、会

員増強・会員維持のお願いばかりしていたにも拘わらず、温かく迎えてくださり、また１年間のご協

力に対して心から感謝申し上げます。 

 

さて、333-B 地区の会員状況の現状は、2025 年 4 月末日現在の会員数 1,210 名（正会員 900

名、家族会員 237 名、支部会員 73 名）期首に比較して－145 名です。但し、正会員のみ期首に

比べて少しだけ増加しています。これから年度末を迎えるに当たり、各クラブの年度末退会ゼロを

目指して頂きますようお願いいたします。 

  

第３回キャビネット会議において、ChatGPT の提案による 

“Each One Reach One ＋One” （一人が一人をつなぐ） 

キャンペーンが承認されました。 

会員増強は、先輩たちから受け継いだ「輝かしい奉仕の伝統」を絶やさないため、また、活力あ

るクラブであり「奉仕と友愛の精神」を高揚するため、欠かすことの出来ない活動です。キャンペー

ン期間も 6 月末までございますので、１名でも多くの会員増強をお願いします。333-B 地区はここ

数年、会員の減少傾向が著しく表れています。想像してみてください。5 年後 10 年後はどうなるで

しょうか？ 何も手を打たなければ大変な状況を迎えてしまいます。能力のない私一人の力では

困難です。キャビネット役員だけの努力でも困難です。会員の皆様のご協力をお願い致します。 

今期のガバナースローガンは、『We Serve！ 幸せ紡ぐ＋One』  したがって会員皆でプラス

One をして今期を締めくくりましょう。 

 

333-B 地区には現在 900 名の正会員がいます。“Each One Reach One ＋One”キャンペーンに

よって、会員を一気に２倍にしましょう。 
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委員長報告 
         地区ＧＳＴコーディネーター 

         奉仕委員長                    渡 邉  勇 人 

（黒磯 LC） 

 
2024-2025 年度 GST コーディネーター・奉仕委員長を仰せつかりました黒磯 LC 所属 L 渡邉勇

人です。ガバナー・スローガン「We Serve!幸せ紡ぐ+ONE」を掲げてスタートしました。各クラブで

「+ONE」の意識で奉仕活動をしていただいていると思います。2024-2025 年の活動もいよいよ大

詰めとなってきました。今年一年間活動をしてきた中での感じたことを記載させていただきますの

で、来年の活動に繋げていただければと思います。 

 

① Lion Portalの登録のお願い 

初めの事業として、7 月 27 日（土）ライトキューブ宇都宮にて、マーケティング・PR・IT・会則 北條

委員長と「ライオンポータルの登録・申請の講習会」を開催させていただきましたが、Lion Portalの

活用は出来てますでしょうか。今後、Lion Portal での報告は必須となります。登録は今年度中に

お願いいたします。 

 

② 「思いやりは大切なこと」奉仕アワードを意識しての活動 

2024-2025年度「思いやりは大切なこと」奉仕アワードについて、333-B地区から一クラブ選出して

欲しいと複合から連絡がありました。このアワードは、糖尿病、小児がん、環境保全、食料支援、視

力保護、災害援助、青少年支援、人道支援のいずれかの奉仕分野で、地域社会にプラスの影響

を与え、ニーズに対応する奉仕事業を完了させたライオンズとレオに呼びかける賞です。そして国

際協会に推薦するものであり名誉ある事業だと思いました。このアワードは毎年行われています。

通常行われている ACT がそのままエントリーできるように、各クラブには意識して取り入れて欲し

いのです。今年行われた ACTが来年度の審査対象となります。もともと LCの ACTは思いやりの

精神で行われていますので、仕組みとして取り入れれば、この名誉ある賞を頂ける可能性が高く

なるかと思います。 

 

③ フードドライブ活動を来年度も引き続きお願いしたい 

子どもの貧困問題に対する「フードドライブ」事業を本年度も実施させていただきました。 

皆様の沢山のご協力、大変ありがとうございました。この ACT も恒例となって来ていますので、来

年度もご協力お願いいたします。 

 

④ 献眼・献血の推進について 

献眼者に関してですが、2025 年 4 月末現在、献眼者数 21 名（一般 3 名を含む）栃木県アイバン

クとしては現在までに 949名の方が献眼されました。 

献血に関してですが、4 月マンスリーレポートに記載されていますが、今年度実行されているクラ

ブは全体で 36 クラブ、実施されてないクラブは 11 クラブです。全体の採血量は 4,162,400cc と 
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なっています。赤十字献血センターの担当者とお話をさせていただきましたが、開催するのにあた

り 400cc を 40 人は最低集めたいとのこと。ということは、まずは人が集まる場所、集まりやすいとこ

ろの選定は必要かと思います。数に関しては、献血の意識を高めていくにはどうすればいいのか

を考えていけば 40名は集まる数だと思います。 

 

⑤ 糖尿病予防について 

糖尿病予防に関してですが、複合の奉仕委員会で質問させていただきました。セミナーの開催に

関してのことですが、実施した後でデータなど取ってあるのか、効果はあったのか。今のところ、実

施することで終わっており、その後のデータなどはないということなので、糖尿病予防に関しては、

呼びかけでしかない感じでした。今後どうしていくかは、検討する必要性があると感じました。 

今後、具体的にどんな活動が必要かを検討していただきたいと思います。 

 

⑥ 新しい ACTについて 

332-C 地区から協力依頼がきております「中古眼鏡の収集と支援金のお願い」に関しまして、各ク

ラブやゾーンなどで実施していただけるよう第 3 回キャビネット会議にてお伝えし、その後各クラブ

にご案内をお送りしております。中古眼鏡を集め「眼鏡リサイクルセンター」に送り、そこから発展

途上国を中心に送るという ACT です。眼鏡一個につき 50 円の支援金を集め、その支援金はメガ

ネの洗浄梱包の作業費、梱包資材代、各国への送料、機材購入費に限定して使用されます。是

非、来年度はこの新たなＡＣＴを各クラブに取り入れてみてはいかがでしょうか。 

 

最後になりますが、初めてＧＳＴコーディネーター、奉仕委員長を拝命しまして、この一年間活動

をさせていただきました。入会してからキャビネットとは遠い存在でありました。初めてキャビネット

の一員として活動させていただきましたが、ライオンズクラブってこんなにすごいんだ。熱い仲間が

たくさんいるんだと、すごく感じました。また、いろんな経験が勉強になり、ライオンズクラブに入っ

ている意味というものが分かってきたような気がしました。この一年間は実のある一年となりました。

一年間、皆様には本当にお世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

19



 

委員長報告 
地区 FWT コーディネーター 

家族・女性会員増強委員長  山 中  みゆき  

    （真岡 LC）  

 
前任の故杉本コーディネーターの活動目標を引き継ぎ、活動してきましたが、なかなか厳しい

現状となりました。 

まずは、女性会員ですが、特別家族会員制度の廃止に伴い、大幅に減少しました。４月末まで

に、２２人の入会がありましたが、退会が１２０人程あり、残念ながら約１００人の減少となり、女性 

会員数の約２割が減少してしまいました。 

 支部は１２月に宇都宮中央ＬＣスポンサーにより「宇都宮パフォーマンス育成支部クラブ」が結成

されましたが、その後、６支部が解散となり、支部会員数も約５０人の減少となりました。 

 家族会員については、地区費が次年度より減額になりましたので、是非とも会員拡大の一助とし

て、次年度以降も入会をすすめていただきたいと思います。 

 研修としては、１０月１日～２日に越後湯沢で行われました、３３３複合地区ＧＡＴ合同研修会  

【３３３複合地区大交流会～ミッション１.５を知ろう！～】に、Ｂ地区より２０名のメンバーに参加を 

いただきました。今後も、情報収集と懇親の良い会議になるので、機会があればより多くのメンバ

ーに参加していただきたいと思います。 

 アクティビティとしては、１１月９日第２回キャビネット会議時に、恒例の「フードドライブ」をＧＳＴと

連携して開催しました。たくさんの食品と日用品、現金、ギフト券等を御協力いただきました。   

支援物資は、「栃木県若年者支援機構」を通して子ども食堂等に配布していただきました。 

 また、１２月８日ライオンズフォーラムの際に、小児がんのこども達を支援する「レモネードスタンド」

を開催しました。収益金３５,６００円と複合地区からの分配金９,４７７円を合わせてＬＣＩＦ（小児がん）

へ寄付させていただきました。 

 さらに、年次大会後夜祭開始前の、レモネードカクテルの販売には、多くの皆様にご協力をいた

だき、予定数を完売することが出来ましたこと、感謝申し上げます。 

 

 さて、今期、複合各地区で「レモネードスタンド」事業がすすめられています。１００万円を超える

寄付金が集まっている地区もあります。また、この事業を活動の軸とした支部も複数出来ています。

女性会員拡大のためにも是非とも「レモネードスタンド」事業を推進していただきたく、チラシを  

作成しました。やってみると思ったより簡単に出来る事業であり、学生やこども達などを巻き込み 

やすい事業でもあり、ライオンズクラブのＰＲにもなりますので開催していただきたいと思います。 

 

最後に、１０年にわたり用いられてきたＦＷＴの名称は、ＷＹＰＴへと変更になります。ＷＹＰＴと

は、ウーマン ヤング ピープル チームです。女性会員そして若手会員の増強と活躍をすすめる

ことになります。水沼ガバナーの時より関わらせていただいたＦＷＴのさらなる活躍を期待したいと

思います。 

 

 １年間いろいろとご協力をありがとうございました。 
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委員長報告 
 

             地区 LCIF委員長      海 老 原  淳  

（宇都宮友愛 LC） 

 
皆様方には日頃よりＬＣＩＦのご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。 

一年間務めさせて頂きとても貴重な経験となりましたこと、そして今期、皆様のおかげで地区目標

を達成すことが出来ましたことを重ねて感謝申し上げます。ご協力誠にありがとうございました。 

以下ご報告をさせていただきます。 

 

◎目標１３万ドル 寄付実績 １３４,６３０ドル 達成率 １０３.６％ 地区目標達成‼ 

〇ＭＪＦ１０００ドル寄付 ８５口 １００ドル寄付参加率 約１７.８％   ４月３０日時点 

〇企業寄付 ２３件、企業寄付実績 ２,４０９,４４５円 

〇各ゾーン LCIF送金状況（2024年 7月～2025年 4月） 

１R１Z…１,２１３,５９４円     １R２Z…２,２９０,０２３円 

２R１Z…１,８８８,７９２円     ２R２Z…４,１３８,５１５円 

３R１Z…  ９５６,６９４円     ３R２Z…１,３０２,７８０円 

４R１Z…６,３２３,７６０円     ４R２Z…１,９５１,０２８円 

 

◎ロサンゼルス大規模火災と能登半島被災者支援報告 

１人３,０００円の寄付（ロス山火事支援 1,000円 能登被災者支援 2,000円）を頂き誠にありがとうご

ざいました。おかげ様で １,０６９,０００円（４月３０日時点）もの寄付金が集められ全額支援する事

が出来ました。 

 

◎１００ドル寄付の継続的な支援を 

当地区の１００ドル寄付参加率は約１７.８％となっております。（前年比 １.５％減） 

また１００ドル寄付全員参加クラブは、【黒磯ライオンズクラブ】【大田原ライオンズクラブ】の２クラブ

が達成されました。 

期首にもお伝えした通り一年間で正会員１人１５０ドルを寄付するとほぼ地区目標が達成出来ます。

今後も継続的な１００ドル寄付とクラブ寄付目標達成を目指して頂きたいと思います。 

 

今期も残りわずかとなりました。多くのクラブがクラブ目標を達成され１３万ドルという目標を達成す

ることが出来ました。ＬＣＩＦはライオンズにとって非常に重要な柱であります。この良き流れを来期

にも引き継ぎ、世界の良き未来のために今後ともご支援をお願いいたします。 

そして福田智恵ガバナーをはじめ、キャビネット構成員、各メンバーの皆様、本当に一年間ありが

とうございました。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。 
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委員長報告 

 

地区マーケティング・ＰＲ・ＩＴ・会則委員長  北 條  浩 之 

（宇都宮中央 LC） 

 
1. PRについて 

地区ニュース URL を各クラブに発信させていただきました。 

また 333-B地区（ホームページ→キャビネット発信）  

【 2024-2025 地区ニュース下期 】にてアップロードいたしました。 

 

 

333複合地区マーケティング・PR・IT委員会におきまして、複合地区委員長 L水沼を筆頭にマ

ーケティング補助金を活用した PR 活動に取り組み、FM 放送（栃木、群馬、茨城、新潟、bay 

FMの 5局）にて、20秒の CM放送をいたしました。 

https://md333.org/lions/2024-2025news/10734/ 

   

 

 

 

各クラブの活動報告について 

ホームページ掲載用の報告として、「クラブ名、投稿者、活動内容、日にち、写真」を添付して 

下記メールアドレスまでご報告ください。 

pr-lions@lions-333b.org 

 

2. IT について 

Lion Portalマニュアルを添付させていただきます。 

https://md333.org/lions/lion_portal_manual/ をご覧いただいきたいと思います。 

 

今期も残りわずかとなりました。 

一年間ご指導いただきました福田智恵ガバナーを始め役員の皆様に心から感謝申し上げま

す。 

ありがとうございました。 
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委員長報告 
 

地区国際大会参加・環境保全・アラート委員長  鈴 木  國 勝 

（宇都宮東 LC） 

 
今年度も月日の経つのは早いもので、昨年 7 月スタート以来余すところわずかになり、当国際大

会参加・環境保全・アラート委員会には、大変なご支援を賜わり厚くお礼を申し上げます。 

まだ残期はありますが、各役員及びメンバーのご協力に対して心より感謝を申し上げ、当委員会

の報告を致します。 

 

【国際大会参加委員会】 

① 第 61 回 OSEAL フオーラム パタヤ大会参加 20 名 

② 第 127 回国際大会 アメリカフロリダ州オーランドで開催されます 

開催期間 2025 年 7 月 13 日（日）～7 月 17 日（木） 

③ 第 62 回 OSEAL フォーラム 札幌で開催されます 

開催期間 2025 年 10 月 23 日(木)～10 月 26 日(日) 

 

【環境保全委員会】 

① 足尾へ植樹 2024 年 10 月 19 日(土) 皆様のご協力で 400 本の苗木を植える事が出来まし

た。 

② ペットボトルキャｯプ回収実積について（4 月末） 

リジョン 1R 2R ３R 4R 計 

ク ラ ブ 数 9 ｸﾗﾌﾞ 14 ｸﾗﾌﾞ 13 ｸﾗﾌﾞ 11 ｸﾗﾌﾞ 47 ｸﾗﾌﾞ 

回収実施クラブ 1 ｸﾗﾌﾞ 8 ｸﾗﾌﾞ 6 ｸﾗﾌﾞ 3 ｸﾗﾌﾞ 18 ｸﾗﾌﾞ 

回収重量（kg） 36kg 560ｋｇ 2,025ｋｇ 308ｋｇ 2,929kg 

 

【アラート委員会】 

① 2025 年全国アラートフォーラム in 茨城 開催 

 開催日程 2025 年 3 月 14 日（金） 

 開 催 地 水戸市民会館 ユードムホール 

 参 加 者 40 名 
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委員長報告 

 

地区ＹＣＥ・レオ・青少年育成委員長  佐 藤  公 彦 

（宇都宮ひかり LC） 

 

委員会活動として、複合地区との合同委員会に下記の通り参加をさせて頂きました。委員長として

の初めての参加となり、B 地区・他地区の方々からのご指導のものと 1 年間活動をさせて頂きまし

た。 

 

～複合委員会活動参加～ 

 

【YCE委員会】 

・9月 3日  第一回複合 YCE委員会 参加 

・12月 9日 第二回複合 YCE委員会 参加 

・3月 13日 第三回複合 YCE委員会 参加 

 

【レオ委員会】 

・9月 1日  第一回複合レオ育成委員会 参加 

・12月 1日 複合レオ協議会・第二回複合レオ育成委員会 参加 

・12月 5日 2024-2025年度レオクラブウェビナー 参加 

・3月 6日  第三回複合レオ育成委員会 参加 

・5月 24日 複合地区レオ年次大会参加 

（開催予定） 

・7月 13日 A地区・B地区レオ引継ぎ式を開催予定（日光・宇都宮） 

 

～活動内容及び、決定事項～ 

 

【YCE活動】 

・2023‐2024 年度夏期 YCE受入（前大橋委員長） 

7月 21日～8月 10日の期間で、スロバキアから 2名の来日生を受入、サマーキャンプ 

は新潟にて実施・参加。 

・333複合地区 YCE事業地区紹介ページへの情報提供 

・2025夏 YCE事業 協議 

ミニキャンプを 2025年 8月 3日～6日の期間で東京を中心に実施 
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【レオ活動】 

・複合地区レオ協議会への参加 

12月 1日に開催された、333複合地区レオ協議会（新潟県長岡市）に参加 

・国際平和ポスター審査会 

333複合地区最優秀作品は B地区の岩本芽依さん（葛生 LC 12歳）に決定 

・ベストレオ賞 審査・協議 

B地区からの選出はなし、A地区から国際協会に推薦。 

・複合地区レオ年次大会 協議 

2025年 5月 24日（土）に新潟市 ANA クラウンプラザホテルにて開催決定 

・2025年 複合地区レオ委員長の選出 協議 

2025 年度複合地区レオ委員長は、B 地区からの選出。宇都宮中央レオクラブからの選出に決

定。 

・C地区レオとの合同アクティビティの開催 

3月 24日に栃木県日光市にて開催。二荒山神社の清掃活動にて実施。 

・B地区年次大会にて、宇都宮中央・とちぎジュニアフィルオーケストラ（下野）レオ合同発表実施 

4 月 19 日にとちぎジュニアフィルオーケストラレオクラブの演奏と共に宇都宮中央レオクラブと

の共演。 

・333複合地区 レオ年次大会出席 

5月 24日開催の複合地区年次レオ大会に宇都宮中央（3名）・下野（1名）共に参加。 

 

委員会活動として現在も進行中の事項が多くあります。レオ活動については、今まで行っていな

かったことを実施し地区中でのレオコミュニケーションを取ることができました。また YCE 活動に関

しては、現在進行中となり、ご協力を頂きながら最後まで活動をさせて頂きます。ご理解・ご協力何

卒宜しくお願いいたします。 
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委員長報告 
                       

地区ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長  牧 野  昌 敏 

（宇都宮西 LC） 

 
【ライオンズクエスト】 
ワークショップを開催し、我々が出来ないことを、子ども達を指導する先生方に学んでいただきます。 
しかしながら、昨今の先生方の職務内容は時間などの制約により、なかなか開催が難しい状況でし
た。 
先ずは会員の皆様とライオンズクエストを学び、JIYD（青少年育成支援フォーラム）とともに活動して
いただき、薬物乱用防止教室でライオンズクエストの要素を取り入れ、実施していただきたいと思い
ます。 
 
【薬物乱用防止活動】 
３３３-Ｂ地区の薬物乱用防止教室開催のアンケートによる実態調査を実施しました。回答率は４６
クラブ中３８クラブの８２.６％です。開催クラブは下記の通りです。そのうちの見学可能なクラブは８
クラブです。 
 
開催クラブ  
１Ｒ２Ｚ 田沼ライオンズクラブ・葛生ライオンズクラブ   
２Ｒ１Ｚ 合同 
２Ｒ２Ｚ 栃木うづまライオンズクラブ ※栃木セントラルライオンズクラブ  
３Ｒ１Ｚ 宇都宮おおるり高根沢ライオンズクラブ 
４Ｒ１Ｚ 宇都宮中央ライオンズクラブ ※宇都宮西ライオンズクラブ 
４Ｒ２Ｚ 黒磯ライオンズクラブ・大田原ライオンズクラブ・西那須野ライオンズクラブ・ 

那須野ヶ原ライオンズクラブ 
                          ※（現在勉強中により見学不可） 
上記のクラブは見学が可能なクラブもあります。 
各クラブと相談して自クラブ開催につなげていただきたいと思います。 
 
アンケートの結果、気になる点を報告致します。 
未開催クラブの開催出来ない理由は多々有ります。 

 やらなければならないとは思っている。 
 薬物乱用防止教室の内容は、各学校と事前に打ち合わせをして、学校側の教育方針に併
せ、自分よがりの教室にならないようにする。 

 薬物乱用防止教育認定講師終了のライセンスの色の違いの価値観を徹底してほしい。 
 薬物乱用防止教室の他団体の勉強会及び合同開催をしたい。 

など、いろいろな意見がありました。 
アンケートの内容は公開しますので未開催クラブは開催クラブと協力して、開催へつながる第一
歩としていただきたいと思います。 
 
薬物乱用防止教育認定講師養成講座 
実施日 2024年 10月 27日（日）   開催場所 護国会館 
 
 皆様のご協力をいただき委員会の活動ができました。次年度も引き続き宜しくお願い致します。
1年間ありがとうございました。 
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第 71回年次大会委員長報告 
              

地区年次大会副委員長   小 林  達 夫 

（今市 LC） 

 

第 71 回年次大会は全ての日程を無事成功裏に終了することが出来ました。キャビネット

関係者の皆様には、年次大会ゴルフ大会、本大会、大会後夜祭に至るまで、数度にわたる

実行委員会を経て膨大な時間と労力をかけて大会成功に向けて日夜奮闘されました。その

結果として大会は成功したものと思います。改めて関係者の皆様に労いの言葉をかけたい

と思います。 

福田幸信大会委員長の急逝によりまして、大会副委員長の私が代役を務めることになり

ましたが、大会副委員長として十分に責務を果たせたかどうか疑問です。しかしながら、福

田ガバナーのご指導や実行委員会の皆様のおかげで少しは役割を果たせたのではないか

と思います。 

皆様に感謝申し上げます。 

大会式典でも触れましたが、今期福田ガバナーの指導力により、各種セミナーやライオン

ズフォーラム、また、大会当日の後夜祭などこれまでにない新たな試みは、クラブ活動も時

代の変化に対応していかなければならないことを示していただきました。福田ガバナーの取り

組みは、各クラブに刺激を与え、次代のキャビネット運営にも生かされていくことでしょう。  

会員拡大の課題など厳しさもありますが、本大会をきっかけに各クラブが活力のある活動

が出来ますことを祈念いたします。 

また、大会委員長故Ｌ福田幸信もきっとお喜びのことと思います。大会終了後、委員長の

奥様万里子様に年次大会が無事終了できたことを報告させていただきました。 
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現況報告 
 

          １Ｒ １Ｚ ゾーン・チェアパーソン         大 美 賀  優 

（足利中央 LC） 

 
一年間、各クラブのご協力に感謝します。しかし栃木県初の女性ガバナー誕生にも関わらず会員増強が

思うように進まず悔いが残る思いです。 

世界最大のボランティア団体であるライオンズクラブを「発展するために何が必要か」「衰退しないために

は何が必要か」また「魅力のあるライオンズクラブとは」を一人の会員として、これからも考え続けて行きま

す。 

また6月20日に第4回諮問員会とゾーン合同例会を同時に開催します。クラブ間の垣根を越えた会員間の

親交が深まればとの思いです。 

① 会員の動静 ※マイナス １名 

足利LC ○期首 49名 ◎4月末 49名 ◇増減 0 

足利西LC ○期首 36名 ◎4月末 32名 ◇増減 －４ 

足利中央LC ○期首 29名 ◎4月末 32名 ◇増減 ＋３ 

合計 ○期首 114名 ◎4月末 113名 ◇増減   －１ 

② 1000ドル献金 ※ 7 名 

□足利LC 3名 □足利西LC 1名 □足利中央LC 3名 

③ 主な活動報告 ※足（足利ＬＣ）・西（足利西ＬＣ）・中（足利中央ＬＣ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日にち  足 西 中 内容 場所 

7月 5日 金    第１回ゾーン会議 蓮岱館（足利市） 

7月 6日 土    第１回運営会議 護国会館 

7月20日 土    第１回CAB会議 護国会館 

7月26日 金    第１回諮問会議 蓮岱館（足利市） 

7月30日 火    第２回ゾーン会議 仙水閣（佐野市） 

8月 4日 日 足 西 中 花火後清掃奉仕 渡良瀬川 

8月 6日 火 足   納涼例会（足利LC） 健康ランド（足利市） 

8月25日 日 足 西 中 ガバナー公式訪問 仙水閣（佐野市） 

9月 3日 火 足 西 中 少年の主張発表安足地区大会 佐野市あくとプラザ 

9月 8日 日  西  献血会  （足利西LC） ビバモール（足利市） 

10月6・7日 日・月   中 旅行例会（足利中央LC） 小布施＆渋温泉 

10月10日 木 足   足利地区小学校陸上競技大会（足利LC） 陸上競技場 

10月13日 日   中 献血会  （足利中央LC） アピタ（足利市） 

10月19日 土 足 西 中 足尾植樹 足尾砂防ダム周辺 

10月26日 土    第２回運営会議 護国会館 

10月27日 日    薬物乱用防止教育認定講師養成講座 護国会館 

11月 3日 木  西  モンゴル交流訪問（足利西LC） 福田釣り堀（足利市） 

11月 9日 土    第２回CAB会議 護国会館 

11月 9日 土  西  フードドライブ（足利西LC） 護国会館 

11月10日 日 足   献血会  （足利LC） アシコタウン（足利市） 

11月12日 火   中 やまゆり学園支援活動（足利中央LC） やまゆり学園（足利市） 
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11月14日 木    オセアルフォーラム タイ パタヤ 

11月15日 金    第２回諮問会議 蓮岱館（足利市） 

11月20日 水 足   例会訪問  （足利LC） 蓮岱館（足利市） 

11月23日 土  西  公認ガイディング研修 ライトキューブ宇都宮 

11月23日 土  西  モンゴル交流訪問（足利西LC） 福田釣り堀（足利市） 

12月 3日 火  西  例会訪問  （足利西LC） 一入（足利市） 

12月 8日 日 足 西 中 献血会  （合同） ビバモール（足利市） 

12月 8日 日  西  ライオンズフォーラム ライトキューブ宇都宮 

12月12日 木   中 例会訪問  （足利中央LC） 鳥常（足利市） 

12月19日 木   中 忘年例会  （足利中央LC） 光楽菜館（足利市） 

12月20日 金  西  足利西LC＆太田中央LC合同忘年例会 美喜仁館 

12月22日 日 足   クリスマス家族会（足利LC） ニューミヤコホテル 

1月12日 日  西  献血会  （足利西LC） アピタ（足利市） 

1月14日 火 足   新年例会（足利LC） 蓮岱館（足利市） 

1月16日 木  西 中 足利西LC＆足利中央合同新年例会 相州楼（足利市） 

1月18日 土 足   理科研究展覧会表彰式（足利LC） 生涯学習ｾﾝﾀｰ（足利市） 

2月 2日 日 足 西 中 第１９回凧あげ大会※雨で中止  

2月 2日 日  西  草津懇親旅行  （足利西LC） 草津温泉 

2月 6日 木   中 佐野中央LC＆足利中央LC合同新年会 巖華園（足利市） 

2月 8日 土    第３回運営会議 護国会館 

2月 9日 日   中 献血会  （足利中央LC） アシコタウン（足利市） 

2月19日 水  西  足利西LC＆太田中央LC合同例会 ニューミヤコホテル 

2月22日 土    第３回CAB会議 護国会館 

2月28日 金    第３回諮問会議 蓮岱館（足利市） 

3月 2日 日 足   モルック体験教室開催（足利LC） 利保公園（足利市） 

3月 9日 日 足   献血会  （足利LC） ビバモール（足利市） 

3月14日 金 足   ランドセルカバー贈呈式（足利LC） 足利市役所 

3月19日 水 足   足利LCチャリティゴルフ 東松苑GC（足利市） 

3月30日 日  西  行田LCチャリティカラオケ大会 行田市 みらい 

4月13日 日  西  献血会  （足利西LC） アシコタウン（足利市） 

4月19日 土 足 西 中 ３３３-B地区年次大会＆後夜祭 宇都宮 

4月24日 木    第３回ゾーン会議 光楽菜館（足利市） 

5月11日 日   中 献血会  （足利中央LC） ビバモール（足利市） 

5月25日 日    ３３３複合地区年次大会 新潟テルサ 

5月30日 金   中 足利中央LCボーリング大会 足利スターレーン 

5月31日 土    第４回運営会議 護国会館 

6月 7日 土    第４回CAB会議 護国会館 

6月 8日 日 足   献血会  （足利LC） アピタ（足利市） 

６月中旬  足   ジャガイモ堀体験（足利LC）  

6月20日 金 足 西 中 第４回諮問会議＆合同例会 ニューミヤコホテル 

6月22日 日    次期役員研修会 護国会館 

6月24日 火 足   さよなら例会（足利LC） 蓮岱館（足利市） 

6月26日 木   中 最終例会（足利中央LC） リストランテ白井（足利市） 
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現況報告 
 

          １Ｒ ２Ｚ ゾーン・チェアパーソン        田 村  桂 介  

（佐野西 LC） 

 

（１） ゾーンの会員現況報告（４月末）  ※４月分のマンスリーレポート集計表をご参照ください。 

 会    員    数 

 前期末 ４月末 増減 増員予定 増員目標 ４月末達成率 家族会員 

Ｚ 計 160 144 -16 7 33 0 21 

 

（２） 会員増強および退会防止に向けた取り組みについて 

各クラブ 20パーセントの会員増強を進めていく。 

   退会防止に向けて例会への積極的な出席を促す。 

 

（３） 特別家族会員の家族会員への各クラブの移行状況について 

3月末で特別家族会員は家族会員に移行されました。 

    

（４） クラブ（支部を含む）エクステンションの見込みおよび取り組み状況 

エクステンションの見込みは１クラブあります。現在、三枝名誉顧問が進めているところです。 

 

（５） ＬＣＩＦ寄付状況ならびにＭＪＦの現在数、クラブ全員＄１００献金の浸透と各クラブの現況について 

LCIF献金はクラブ献金と個人献金のＭＪＦ1,000ドル寄付と 100ドル寄付に使い分けてクラブ一丸とな

って目標に向けて達成していきたいと思います。 

 

（６） 指導力育成・新入会員研修等の実施報告及び開催予定（要望を含む） 

グローバル指導力育成チーム（GLT） を通じて、新入会員研修、リーダーシップ研修会を実施 

していく予定です。 

 

（７） 主なアクティビティ（Ｚ合同・クラブ）、ガバナー方針「＋ONE」への取り組みについて 

合同献血会、チャリティゴルフ大会、さのまるカップサッカー大会、こども食堂の実施 

    

（８） 青少年健全育成（ＹＣＥ・レオ・ライオンズクエスト・薬物乱用防止）活動報告 

薬物乱用防止教育認定講座への参加、ライオンズクエストの実施、さのまるカップサッカー大会、青少

年野球大会の開催 
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現況報告 
 

          2Ｒ 1Ｚ ゾーン・チェアパーソン      比 留 間  国 良  

（小山東 LC） 

 

（１） ゾーンの会員現況報告（４月末）  ※４月分のマンスリーレポート集計表をご参照ください。 

 会     員 （ 総会員数 ） 

  前期末 ４月末 増減 増員予定 純増目標※ ４月末達成率 

Ｚ 計 229 173 -56 6 25 0 

※純増目標・・・前期末の全額会員数の 20％ 

 

（２） 会員増強および退会防止に向けた取り組みについて 

   5支部の解散等で人数を大きく減らしてしまったが、全額会員は 4名減である。 

   未登録の全額会員も数人確認が取れているので繋げていきたい。 

 

（３） 特別家族会員の現状と今後の取り組みについて 

家族会員へ移行されたが、各クラブにおいて修正がかかりそうである。 

    

（４） クラブ（支部を含む）エクステンションに向けた活動内容、報告 

若年層の支部化を検討中である。 

 

（５） ＬＣＩＦ寄付状況ならびにＭＪＦの現在数および今後の見込みについて 

10口のＭＪＦとなり、正会員数×150 ドルに未達となった。 

個人に依存する活動からクラブ単位の活動へ移行していきたい。 

 

（６） 指導力育成・新入会員研修等の実施状況および今後の予定について 

新会員が登録されたら、すぐに研修を行う体制をゾーンとして確立させていきたい。 

 

（７） 主なアクティビティ（Ｚ合同・クラブ）について 

薬物乱用防止教室をゾーンで取り組んでいるが、今後は収益事業等も取り入れていきたい。 

■ 会員増加につながるアクティビティの実施について 

友人、知人を誘えるようなアクティビティを検討していきたい。 

    

（８） 青少年健全育成（ＹＣＥ・レオ・ライオンズクエスト・薬物乱用防止）活動について 

小山ＦＣLCにて YCE生 2名受入を実施出来た。 

各クラブ共、スポーツ支援に尽力されている。 

 

（９） その他 

ゾーン合同の事務局を検討していく 

ＭＪＦを各クラブ活動に仕組みとして取り入れていく 

上記の課題を継続して考えていきたい。 

 

各クラブ会長に助けて頂き、職務を遂行出来ました事、感謝申し上げます。 

又、2R1Z より大橋第二副地区ガバナーを選出出来ました事ありがとうございました。 

残り僅かの任期ではありますが、精一杯取り組んでいきたいと思います。 
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現況報告 
 

        ２Ｒ ２Ｚ ゾーン・チェアパーソン      加 藤  陽 一 郎  

（栃木 LC） 

 
３月以降のゾーンの現況報告をいたします。 
 

３月１日土曜日、小山市にて１Ｚと合同で第３回ガバナー諮問委員会を開催しました。 
 
３月７日金曜日、２Ｒ２Ｚチャリティーゴルフ大会をハーモニーヒルズゴルフクラブにて開催し、 

収益金￥５９，２００を財団法人栃木県アイバンクへ寄贈いたしました。 
参加された各クラブ一人当たりの額を計算し掛ける参加人数で各クラブの成績と
してアクティビティ報告をお願いしました。 
 

６月１４日土曜日、第２回２Ｒ２Ｚ合同アクティビティ『太平山全域清掃奉仕＋ONE』を午前中に開
催します。参加者は、２Ｒ２Ｚライオンズメンバー（家族・友人を含む）及び市職員、
周辺住民の方々（中学生以下を含む）です。こちらも各クラブの成績としてアクテ
ィビティ報告をお願いします。 

 
６月２１日土曜日、第４回ガバナー諮問委員会を１Ｚと合同で栃木グランドホテルにて開催します。

諮問委員会後、次期クラブ三役も参加の新旧三役交替式を行います。 

 
最後にゾーンの事業費の余剰分を、栃木市の子ども子育て支援に寄付を予定しています。 
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現況報告 
 

          ３Ｒ １Ｚ ゾーン・チェアパーソン      佐 藤  恒 一  

（壬生 LC） 

 
会員動向について 

2024年6月、鹿沼高根沢LCが3R1Zに創設され、期首148名でスタートし、同年9月、芳賀益子LCが23名で発 

足しました。また、宇都宮LCのL星本英里が7名をスポンサーされるなど会員増強が図られました。 

6月末に特別家族会員制度が廃止される為、3月末で家族会員に移行されましたが、これに伴い会員が減少

されたクラブもあり、４月末現在期首と同数の148名になっております。 

下記の表のとおり、宇都宮ライオンズクラブが10名増強されましたが、大きく減少したクラブもあり同数となって

おります。 

ただ、会費全額会員は、80名から104名に増加し、クラブのアクティビティやクラブ財政の増進に今後繋がるも

のと考えられます。 
 
 
2025年4月マンスリー 

 

 

 

 会員異動 家族会員 支部会員 

クラブ名 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 世帯数 子会員数 子会員
の内特
別家族
会員 

総数 内、 

家族会員 

宇都宮 15 24 1 0 25 9 4 8 0 0 0 

石橋 50 50 0 0 50 23 24 24 0 0 0 

壬生 17 14 0 0 14 0 5 0 0 3 0 

宇都宮おおるり高根沢 48 29 0 10 19 10 7 6 0 0 0 

鹿沼高根沢 18 18 0 0 18 8 1 3 0 0 0 

芳賀益子 0 23 0 1 22 0 0 0 0 0 0 

Z小計 148 158 1 11 148 50 41 41 0 3 0 

 

クラブ名 

 

総会員数 

内訳  

期首からの増減  

会費全額会員 

 

家族会員(子) 

複合・地区会費半額 

 
支部会員 

（内家族会員を除く）
複合・地区会費半額 

宇都宮 25 17 8 0 10 

石橋 50 26 24 0 0 

壬生 14 11 0 3 -3 

宇都宮おおるり高根沢 19 13 6 0 -29 

鹿沼高根沢 18 15 3 0 0 

芳賀益子 22 22 0 0 22 

Z小計 148 104 41 3 0 
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アクティビティ・労力奉仕・献血について 

４月末累計 アクティビティ 労力奉仕 献血者数 採血量 

クラブ名 件数 金額 件数 時間 200cc 400cc 成分 cc 

宇都宮 5 143,000 3 25 2 13 0 5,600 

石橋 15 1,410,616 12 50 3 97 0 39,400 

壬生 4 249,000 3 14 0 0 0 0 

宇都宮おおるり高根沢 24 563,200 5 19 0 599 0 239,600 

鹿沼高根沢 11 226,600 1 18 0 468 0 187,200 

芳賀益子 1 46,000 0 22 0 0 0 0 

合計 60 2,638,416 24 148 5 1,177 0 471,800 

 

LCIFについて 

 

クラブ名 

LCIF（累計） 

MJF献金 MJF数 分割MJF その他献献金 LCIF総合計 

宇都宮 0 0 0 14,000 14,000 

石橋 754,694 5 0 52,000 806,694 

壬生 0 0 0 22,000 22,000 

宇都宮おおるり高根沢 0 0 0 38,000 38,000 

鹿沼高根沢 0 0 0 30,000 30,000 

芳賀益子 0 0 0 46,000 46,000 

Z小計 754,694 5 0 202,000 956,694 

 

最後に、3R2Zのゾーン・チェアパーソン笹沼昭司ライオン（享年72歳）が、4月11日に急逝されました。 

この1年間、3リジョンでは合同で地区ガバナー諮問委員会・ガバナー公式訪問を、開催してまいりましただけに 

残念でなりません。 

ここに、故笹沼昭司ライオンとのご厚誼に感謝申し上げるとともに、ご冥福をお祈り申し上げます。 
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現況報告 
 

          ３Ｒ ２Ｚ 副ゾーン・チェアパーソン     池 上  正 美  

（真岡 LC） 

 

福田智恵ガバナーのスロ－ガン「Ｗe Ｓerve！幸せ紡ぐ+ONE」のもと、１Z の L 佐藤恒一と  

共同でガバナー公式訪問やガバナー諮問委員会を実施しております。 

今期は、+ONE として会員増強を特に大きな柱として進める中、特別家族会員の廃止や会員の

高齢化によることから、宇都宮マロニエ、宇都宮北 LCの特別家族会員が多数、退会に至ってしま

いました。（期首会員数１６９名 ４月現在１３１名 期首対比 ３８名減） 更に、長年活動をしてき

た宇都宮二荒 LC が休止となるなど、更なる新規会員の増強に向け、今迄と違った角度からの取

り組みが必要であり、組織の若返りも課題の一つと考えさせられた現状であります。また、共同の

諮問委員会は、情報共有ができ、ゾ－ン内の交流が図れ、意見交換にもつながっており、親睦が

より一層深まっております。 

一方、奉仕の精神であるアクティビティとしては、献血はもちろんアイバンク活動をはじめ、ワク

チンの購入の為のペットボトルキャップ収集や難民支援募金活動、そして、子どもたちの支援の一

つとして、フ－ドバンク活動を継続的に各クラブが行い、大きな成果につながっております。 

LCIF献金（その他の献金を含む）でも、４月末現在、総献金額は、１,３０２,７８０円となりました。 

諮問委員会運営にあたり、各クラブ会長、キャビネット役員の皆様にはご協力を頂き感謝申し上

げます。 

【３Ｒ２Ｚ ガバナー公式訪問及びガバナー諮問委員会】 

月 日 行 事 会 場 参加人数 

８/５ 第 1回ガバナー諮問委員会 ニューみらく ４７ 

８/３１ ガバナー公式訪問 ベルヴィ宇都宮 ８３ 

1１/２5 第 2回ガバナー諮問委員会 ニューみらく ４３ 

３/１７ 第 3回ガバナー諮問委員会 ニューみらく ４０ 

６/２３ 第 4回ガバナー諮問委員会 ニューみらく 予定 

【２０２４-２０２５年度累計（７月～４月） 各クラブ献血状況】 

クラブ名 献血人数 成 分 ４００ｍL ２００ｍＬ 

宇都宮東 LC ３１０   ０    ３１０    ０   

宇都宮北 LC    ２６８    ２０１    ６１    ６    

氏家 LC １３２    ０    １２５    ７    

真岡 LC ９３    ０    ８９    ４    

宇都宮河内 LC ５６    ０    ５６    ０    

宇都宮マロニエ LC １５４７    ４１４    １１２５    ８    
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現況報告 
 

          ４Ｒ １Ｚ ゾーン・チェアパーソン        伊 東  一 秀 

（宇都宮西 LC） 

 

（１） ゾーンの会員現況報告（４月末）  ※４月分のマンスリーレポート集計表をご参照ください。 

 会     員 （ 総会員数 ） 

  前期末 ４月末 増減 増員予定 純増目標※ ４月末達成率 

Ｚ 計 133 138 5 ２ 21 23.8％ 

※純増目標・・・前期末の全額会員数の 20％ 

（２） 会員増強および退会防止、キャンペーン「EACH１ REACH1 PLUS１」への取り組みについて 

所属各クラブとも会員増強と退会防止策については様々な方法で実施している。 

   キャンペーンについては、第３回諮問委員会でその実施内容の詳細について説明し、各クラブとも 

理解し全力で取り組んできた。 

（３） ＬＣＩＦ寄付状況ならびにＭＪＦの現在数、クラブ全員＄１００献金の浸透と各クラブの現況について 

ＬＣＩＦ総額は約 632 万円である。MJF 数２７名。クラブ全員＄１００献金は、協力していただけるクラブ

と強制されたくないという意見のクラブがあるのが現況です。 

（４） 主なアクティビティ（Ｚ合同・クラブ）、ガバナー方針「＋ONE」への取り組みについて 

施設の慰問・アイスホッケーやバレーボール、相撲など少年スポーツ大会また障害者スポーツ

大会の協賛・スポーツ以外の子供たちの活動に対する援助・献血・薬物乱用防止教室の開催、

その他ヘアードネーション・子ども食堂・エコキャップ・チャリティーイベント・盲導犬募金・

アイバンク登録、募金、献眼等を実施してきた。このような様々なアクティビティを通して、

また、工夫をすることで会員増強や退会防止を図る「＋ONE」 

（５） 青少年健全育成（ＹＣＥ・レオ・ライオンズクエスト・薬物乱用防止）活動報告 

前記のとおり青少年の様々なスポーツ大会の実施に協力してきた。小・中学校で薬物防止教室を開

催してきた。 

 

【今期の活動を振り返って】  

今期は、地区ガバナーが当ゾーンの出身ということもあって、以前に増して会員増強や LCIF、アクティビ

ティに力を入れてきました。第１回諮問委員会でガバナースローガン及び活動方針「＋ONE」の内容を周

知徹底し、第２回諮問委員会で GMT・GLT コーディネーターを招聘し実施実現に向けての議論を深め、

第３回諮問委員会ではガバナー及びキャビネット幹事の参加を得て強力な指導力の基、全クラブが全力で

活動してきました。また、「EACH１ REACH1 PLUS１」キャンペーン等会員増強へ力を緩めず取り組んで

まいりました。その結果、成果が出たものもありましたが、不十分なものもありました。今後の課題につきまし

ては、次期のゾーン・チェアパーソンに引き継ぎたいと思います。 
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現況報告 
 

          ４Ｒ ２Ｚ ゾーン・チェアパーソン      菊 池  昭 二  

（西那須野 LC） 

 

（１） ゾーンの会員現況報告（4月末）  ※9月分のマンスリーレポート集計表をご参照ください。 

 会     員 （ 総会員数 ） 

  期首 4月末 増減 増員予定 純増目標※ 9月末達成率 

Ｚ 計 78 87 9 5 15 60％ 

※純増目標・・・前期末の全額会員数の 20％ 

 

（２） 会員増強および退会防止に向けた取り組みについて 

一人一人が声をかけ 「1人がひとり＋ONE」の全員増強のもと、今後もおこなっていく。 

 

（３） 家族会員の現状と今後の取り組みについて 

今のところ 1 クラブしか家族会員がいない状況なので、入会に力を入れる。 

    

（４） クラブ（支部を含む）エクステンションに向けた活動内容、報告 

今のところなかなか難しい。 

 

（５） ＬＣＩＦ寄付状況ならびにＭＪＦの現在数および今後の見込みについて 

LCIF計 ￥1,951,028- 

うち、MJF ￥762，058- 

 

（６） 指導力育成・新入会員研修等の実施状況および今後の予定について 

今後、新入会員を中心に研修会に参加していく。 

 

（７） 主なアクティビティ（Ｚ合同・クラブ）について 

今期、黒磯 LC 60周年、西那須野 LC 50周年と大きい周年行事がありました。 

    

（８） 青少年健全育成（ＹＣＥ・レオ・ライオンズクエスト・薬物乱用防止）活動について 

各クラブ、小学校・中学校にて講習会を開き頑張っています。 

 

（９） その他 

1年間大変お世話になりました。 

至らない点も多々あったと思いますが、それを糧に最後まで頑張ってまいりますので、宜しくお願いい

たします。 
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地区ガバナー提出議案 

 

第 1号議案 LCIF地区シェアリング交付金申請について 

少子化が進む一方で、児童虐待、不登校、相対的貧困、関係性の希薄化など、こど

もを取り巻く社会課題は大きい。こうした課題に対し、こどもにとってよりよい社会の実

現を目指すアドボカシー活動として、2025-2026 年度も「こどもの未来応援！ライオ

ンズフォーラム」を開催するため、LCIF地区シェアリング交付金を申請したい。 

 

〔社会的・広報的効果〕 フォーラムの開催により、こどもたちの声を尊重する場を提供し、市民・行政・関係団体と

の連携を促進することで、地域全体でこどもを支える機運の醸成が期待される。また、ライオンズクラブによる社会

課題への関心と積極的な取り組みを広く発信することで、クラブの社会的認知度や信頼性の向上にもつながる。 

 

【地区ガバナー報告】 

 

1. 日本ライオンズ賛助会費値上げについて 

一般社団法人日本ライオンズ理事会では賛助 会費の値上げについて慎重に協議を

重ね、組織存続のため今後 2 年において 40 円ずつ、計 80 円の賛助会費の値上げ

を行い、最終的に賛助会費を 160 円とすることが 2025 年 2 月 12 日開催の第 7 

回理事会にて承認された。 

但し、333複合地区においては、2025-2026年度分の 40円は複合地区が負担をする

ことが、ガバナー協議会で決定した。 

 

2. 一般社団法人 栃木県若年者支援機構との連携協定の締結について 

毎年のフードドライブ提供先である一般社団法人栃木県若年者支援機構と協力し、

若年層の自立支援や子ども食堂への支援などを強化するため、連携協定を締結する

こととした。 

 

¥155 US＄換算レート。年額で計算。

2024年度 2025年度 2024年度 2025年度 2024年度 2025年度 2024年度 2025年度 2024年度 2025年度 2024年度 2025年度

国際会費（＄） $48 $50 $48 $50 $24 $25 $24 $25 $24 $25 $24

1＄ 155円換算(円） 7,440 7,750 7,440 7,750 3,720 3,875 3720 3,875 3,720 3,875 3,720

複合地区運営費 3,120 3,120 1,340 1,340 500 500 500 500 500 500 0

内、複合地区会費 2,160 1,680 380 0 500 500 500 500 500 500 0

内、日本LC会費 960 1,440 960 1,340 0 0 0 0 0 0 0

複合地区大会費 480 480 0 0 0 0 0 0 0 0 0

複合地区協力金 600 600 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地区会費 12,000 12,000 6,000 6,000 6,000 3,000 6,000 3,000 6,000 0 0

地区大会費 2,400 2,400 1,200 1,200 1,200 600 1,200 600 1,200 0 0

地区協力金 3,300 3,300 1,650 1,650 1,650 825 1,650 825 1,650 0 0

29,340 29,650 17,630 17,940 13,070 8,800 13,070 8,800 13,070 4,375 3,720合計（年額）

諸経費

項目

複

合

会

費

会費 比較表

地

区

会

費

国

際

　

会

費

廃止

特別家族会員会費全額会員 支部会員
支部会員

（家族会員）
家族会員 学生会員
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会員数の内訳一覧　　2025年 5月度 6/2

会員数 会員数 会員数

　 全額 家族 支部 特別 　 全額 家族 支部 特別 　 全額 家族 支部 特別

1 足利 49 23 18 8 0 49 24 17 8 0 0 1 -1 0 0

足利西 36 24 6 6 0 32 20 6 6 0 -4 -4 0 0 0

足利中央 29 16 4 0 9 32 18 14 0 0 3 2 10 0 -9 家特別族→家族へ移行

Z小計 114 63 28 14 9 113 62 37 14 0 -1 -1 9 0 -9

2 佐野 16 16 0 0 0 16 16 0 0 0 0 0 0 0 0

田沼 30 22 0 0 8 32 25 7 0 0 2 3 7 0 -8 家特別族→家族へ移行

葛生 31 16 6 2 7 31 16 13 2 0 0 0 7 0 -7 家特別族→家族へ移行

佐野西 31 25 0 6 0 30 25 0 5 0 -1 0 0 -1 0

佐野中央 36 18 0 0 18 18 18 0 0 0 -18 0 0 0 -18 特別家族会員全員退会

岩舟 16 15 1 0 0 17 16 1 0 0 1 1 0 0 0

Z小計 160 112 7 8 33 144 116 21 7 0 -16 4 14 -1 -33

R合計 274 175 35 22 42 257 178 58 21 0 -17 3 23 -1 -42

2 1 小山 22 12 3 3 4 15 9 3 3 0 -7 -3 0 0 -4

下野 44 30 0 0 14 42 29 13 0 0 -2 -1 13 0 -14 家特別族→家族へ移行

小山東 45 19 4 8 14 42 18 16 8 0 -3 -1 12 0 -14 家特別族→家族へ移行

小山西 9 8 0 0 1 11 11 0 0 0 2 3 0 0 -1

小山城南 20 12 0 0 8 12 12 0 0 0 -8 0 0 0 -8 特別家族会員全員退会

小山ＦC 29 29 0 0 0 29 29 0 0 0 0 0 0 0 0

小山FB 60 13 11 36 0 22 11 11 0 0 -38 -2 0 -36 0 支部すべて解散

Z小計 229 123 18 47 41 173 119 43 11 0 -56 -4 25 -36 -41

2 栃木 28 22 5 0 1 27 23 4 0 0 -1 1 -1 0 -1

藤岡 49 34 2 0 13 38 34 4 0 0 -11 0 2 0 -13 特別家族会員全員退会

栃木都 13 4 2 7 0 13 4 2 7 0 0 0 0 0 0

栃木うづま 72 47 0 6 19 71 45 20 6 0 -1 -2 20 0 -19 家特別族→家族へ移行

大平 21 17 2 0 2 23 19 4 0 0 2 2 2 0 -2 家特別族→家族へ移行

栃木セントラル 94 46 8 14 26 63 46 7 10 0 -31 0 -1 -4 -26 特別家族会員全員退会

とちぎ蔵の街 37 37 0 0 0 37 37 0 0 0 0 0 0 0 0

Z小計 314 207 19 27 61 272 208 41 23 0 -42 1 22 -4 -61

R合計 543 330 37 74 102 445 327 84 34 0 -98 -3 47 -40 -102

3 1 宇都宮 15 5 0 0 10 25 17 8 0 0 10 12 8 0 -10 家特別族→家族へ移行

石橋 50 26 5 0 19 50 26 24 0 0 0 0 19 0 -19 家特別族→家族へ移行

壬生 17 9 4 4 0 14 11 0 3 0 -3 2 -4 -1 0

宇都宮おおるり高根沢48 23 7 6 12 19 13 6 0 0 -29 -10 -1 -6 -12 特別家族退会、支部解散。

鹿沼高根沢 18 15 3 0 0 18 15 3 0 0 0 0 0 0 0

芳賀益子 22 22 0 0 0 22 22 0 0 0 ※新クラブ結成

Z小計 148 78 19 10 41 148 104 41 3 0 0 26 22 -7 -41

2 宇都宮東 20 14 0 6 0 20 14 0 6 0 0 0 0 0 0

宇都宮北 28 11 2 0 15 17 13 4 0 0 -11 2 2 0 -15

氏家 14 14 0 0 0 12 12 0 0 0 -2 -2 0 0 0

真岡 41 28 9 0 4 40 28 12 0 0 -1 0 3 0 -4 家特別族→家族へ移行

宇都宮河内 16 11 3 0 2 17 12 5 0 0 1 1 2 0 -2 家特別族→家族へ移行

宇都宮マロニエ 40 15 0 0 25 18 15 3 0 0 -22 0 3 0 -25
特別家族全員退会、6月末での会
員減少が見込まれる。

宇都宮ワイン 10 10 0 0 0 8 8 0 0 0 -2 -2 0 0 0

Z小計 169 103 14 6 46 130 100 24 6 0 -39 -3 10 0 -46

R合計 317 181 33 16 87 278 204 65 9 0 -39 23 32 -7 -87

4 1 日光 11 9 2 0 0 10 8 2 0 0 -1 -1 0 0 0

宇都宮中央 30 30 0 0 0 39 34 0 5 0 9 4 0 5 0

今市 46 32 13 0 1 43 31 12 0 0 -3 -1 -1 0 -1

宇都宮西 11 9 2 0 0 13 11 2 0 0 2 2 0 0 0

宇都宮二荒 10 9 0 0 1 0 0 0 0 0 -10 -9 0 0 -1
12月活動休止。3R2Zから4R1Zへ
移し、再建に向けて取組中。

宇都宮ひかり 20 10 8 2 0 20 9 9 2 0 0 -1 1 0 0

宇都宮友愛 15 15 0 0 0 13 13 0 0 0 -2 -2 0 0 0

Z小計 143 114 25 2 2 138 106 25 7 0 -5 -8 0 5 -2

2 黒磯 22 22 0 0 0 29 29 0 0 0 7 7 0 0 0

大田原 15 15 0 0 0 15 15 0 0 0 0 0 0 0 0

西那須野 23 17 6 0 0 25 19 6 0 0 2 2 0 0 0

那須野ケ原 18 18 0 0 0 18 18 0 0 0 0 0 0 0 0

Z小計 78 72 6 0 0 87 81 6 0 0 9 9 0 0 0

R合計 221 186 31 2 2 225 187 31 7 0 4 1 0 5 -2

地区合計 1,355 872 136 114 233 1,206 898 238 70 0 -149 26 102 -44 -233

入会 93 退会 242 増減 -149

内訳

1

内訳

増減（期首-5月）

R Z クラブ名
内訳

2025年5月　 2024年6月（2024-25年度 期首）
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LCIF月別集計　　2025年 5月度

MJF献金 MJF数 MJF分割 その他献金 MJF献金 MJF数 MJF分割 その他献金 LCIF総合計

足利 0 0 0 0 435,792 3 0 46,000 481,792 0
足利西 0 0 0 0 153,084 1 0 93,000 246,084 0
足利中央 0 0 0 0 449,718 3 0 36,000 485,718 0

Z小計 0 0 0 0 1,038,594 7 0 175,000 1,213,594 0
佐野 0 0 0 0 154,722 1 0 80,000 234,722 0
田沼 0 0 0 72,000 301,168 2 73,660 120,000 494,828 0
葛生 0 0 0 0 286,874 2 272,530 80,000 639,404 0
佐野西 0 0 0 0 312,453 2 0 225,000 537,453 1
佐野中央 0 0 0 0 153,148 1 0 36,000 189,148 0
岩舟 0 0 0 0 143,437 1 43,031 80,000 266,468 0

Z小計 0 0 0 72,000 1,351,802 9 389,221 621,000 2,362,023 1
R合計 0 0 0 72,000 2,390,396 16 389,221 796,000 3,575,617 1

小山 0 0 0 0 0 0 0 49,000 49,000 0
下野 0 0 0 0 744,440 5 0 160,000 904,440 1
小山東 0 0 0 0 627,915 4 0 38,000 665,915 0
小山西 0 0 0 0 0 0 0 18,000 18,000 0
小山城南 0 0 0 0 0 0 0 24,000 24,000 0
小山ＦC 0 0 0 0 143,437 1 0 60,000 203,437 0
小山FB 0 0 0 0 0 0 0 24,000 24,000 0

Z小計 0 0 0 0 1,515,792 10 0 373,000 1,888,792 1
栃木 0 0 0 0 717,185 5 100,408 313,000 1,130,593 2
藤岡 0 0 0 0 0 0 0 170,000 170,000 1
栃木都 0 0 0 0 0 0 0 8,000 8,000 0
栃木うづま 0 0 0 0 1,017,171 7 143,500 427,000 1,587,671 2
大平 0 0 0 0 286,874 2 172,781 38,000 497,655 0
栃木セントラル 0 0 0 0 441,596 3 0 192,000 633,596 1
とちぎ蔵の街 0 0 0 0 0 0 0 111,000 111,000 0

Z小計 0 0 0 0 2,462,826 17 416,689 1,259,000 4,138,515 6
R合計 0 0 0 0 3,978,618 27 416,689 1,632,000 6,027,307 7

宇都宮 0 0 0 0 0 0 0 14,000 14,000 0
石橋 0 0 0 0 754,694 5 0 52,000 806,694 0
壬生 0 0 0 0 0 0 0 22,000 22,000 0
宇都宮おおるり高根沢 0 0 0 0 0 0 0 38,000 38,000 0
鹿沼高根沢 0 0 0 0 0 0 0 30,000 30,000 0
芳賀益子 0 0 0 0 0 0 0 46,000 46,000 0

Z小計 0 0 0 0 754,694 5 0 202,000 956,694 0
宇都宮東 0 0 0 0 0 0 0 28,000 28,000 0
宇都宮北 0 0 0 0 306,168 2 0 28,000 334,168 0
氏家 0 0 0 0 0 0 0 28,000 28,000 0
真岡 0 0 0 0 290,528 2 0 340,000 630,528 2
宇都宮河内 0 0 0 0 0 0 0 55,000 55,000 0
宇都宮マロニエ 0 0 0 0 153,084 1 0 30,000 183,084 0
宇都宮ワイン 0 0 0 0 0 0 0 44,000 44,000 0

Z小計 0 0 0 0 749,780 5 0 553,000 1,302,780 2
R合計 0 0 0 0 1,504,474 10 0 755,000 2,259,474 2

日光 0 0 0 0 310,604 2 0 18,000 328,604 0
宇都宮中央 0 0 0 100,000 2,122,296 14 93,736 1,056,000 3,272,032 9
今市 0 0 0 0 717,185 5 0 66,000 783,185 0
宇都宮西 0 0 0 0 143,437 1 75,000 251,000 469,437 2
宇都宮二荒 0 0 0 0 0 0 108,306 20,000 128,306 0
宇都宮ひかり 0 0 0 0 312,453 2 61,888 376,445 750,786 0
宇都宮友愛 0 0 0 0 466,660 3 206,750 18,000 691,410 2

Z小計 0 0 0 100,000 4,072,635 27 545,680 1,805,445 6,423,760 13
黒磯 0 0 0 0 154,722 1 408,517 139,000 702,239 0
大田原 0 0 0 0 0 0 215,156 77,000 292,156 0
西那須野 0 0 0 0 607,336 4 71,719 83,000 762,055 0
那須野ケ原 0 0 0 0 0 0 107,578 87,000 194,578 0

Z小計 0 0 0 0 762,058 5 802,970 386,000 1,951,028 0
R合計 0 0 0 100,000 4,834,693 32 1,348,650 2,191,445 8,374,788 13

0 0 0 172,000 12,708,181 85 2,154,560 5,374,445 20,237,186 23

企業寄付　2,409,445

ロス山火事・能登　1,141,000

能登豪雨災害　1,824,000

1

1

2

2

地区合計

　　　　　　　　　その他献金内訳

企業寄付
件数

2024-2025年度実績 $135,836

R Z クラブ名
5月 2024年7月～2025年5月　累計

2

1

2

3

1

2

4

1
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ライオンズクラブ国際協会 333-B地区 キャビネット事務局 

 
〒320-0063 栃木県宇都宮市陽西町１番 37号 

TEL 028-627-0012  FAX 028-627-0019 

Mail  cabinet@lions-333b.org 

URL httpｓ://lions-333b.org 
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